
〇生活支援体制整備事業について 

 

  

 

 

 団塊の世代が全員75歳以上となる2025年には、日本では約 3人に 1人が65歳以上に

なると予想されるなど、今後、更に高齢化が進むとされています。 

 また、支え手である若い世代の人口は減少しつつあり、将来的に次のような影響があると言

われています。 

 支援を必要とする方が増加⇒社会保険料も増加する 

 担い手、支え手が不足⇒様々な支援活動やサービスが行えなくなってくる  など 

 こうした中、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を安心して続けていくためには、 

「いつまでも元気に、自分らしく生き生きすごそう！」⇒介護予防の取り組みと、 

「暮らしの中でちょっと大変なことが出て来た時にも、周りが手助けしてくれれば、まだまだ

元気に地域で暮らせる！」⇒地域の支え合いの仕組みを充実させていくことが必要となります。 

 

 

 

 

 

高齢になっても地域で安心して生活できるために、私たちができることは何かなどを話し合

い、地域情報を共有しながら、みんなで支え合える地域づくりを目指しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ支え合いのある地域づくりが必要なの？ 

 

地域支え合い協議体ってなぁに？ 

 



 

 

 

 〇第 2層協議体（公民館単位８地区にある協議体） 

  地区毎に検討していることは異なります。地域の

情報を共有したり課題を出し合ったりしながら、

自分たちにできそうなことを話し合っています。 

 

 

 

 

   

 

  

 

  

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議体で話していることって、例えばどんなこと？ 

 

【福祉マップの作成・地域の方達の協力のもと、アンケート実施等】 

【居場所の検討（既存の居場所の周知・拡充やサロン立ち上げなど）】 

 

地域の社会資源やニーズの把握 

サロンにお邪魔して 

聞き取りアンケート 

周知活動 

【地区版ご近助だよりや地域の集まり等で、協議体の取り組みや地域の支え合いに関する情報をお知らせ】 

全ての協議体
で、「地区ご近
助だより」を発
行しています。 

支え合い活動の展開・拡充 

サロンは、地域のみんなの憩いの場。 
楽しくおしゃべり・自然と互いに気にかけ合い。 



【暮らしの中でのちょっとした困りごとを地域で支え合えないか検討】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇第１層協議体（藤岡市地域支え合い協議体） 

  各地区の協議体（第 2 層協議体）の情報を共有し、各地区の支え合い活動

推進のためにバックアップできることや、各地区では検討が難しい課題に

ついて検討します。 

  

「ご近助だより」の発行  

  各地区の地域支え合い協議体の様子や支え合い活動について掲載、市民

の方へ情報発信をしています。 

                

 「地域の宝物（社会資源）」の発掘 

  藤岡市にある、さまざまな社会資源を整理し、地域の支え合い 

 の推進に必要な社会資源について話し合っています。 

                               

 生活を支援するための体制を整えて、これからに備える事業 

困った時はお互い
様。近くの人がゴミ
出しのお手伝い。 

買い物が大変な
方達が、移動販
売を利用できる
ように調整。 

見守りにも 

    つながるね 

 

※ご紹介したものは検討している内容の一部です。地区の状況により検討していることは異なります。 

 

困った時や避難時に連絡
できる所を記入したカード
の作成・配布 

無理なくできそうなことから一歩ずつ。 
関心を持ってくれる人、協力してくれる人達を増やしながら、少しずつ 

“支え合いの地域づくり”が広がっています。 


